
真
心

11
月

学
校
だ
よ
り

令
和
三
年
十
一
月
一
日
発
行

三
島
市
立
南
中
学
校

校
長

野
口
厚

昭
和
二
十
二
年
開
校

旧
三
島
市
立
第
一
中
学
校

校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

晴
れ
空
に
秋
の
装
い
を
気
づ
か
せ
る
雲
が

浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
南
中
生
は
、

授
業
、
行
事
に
主
体
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

十
月
号
で
は
「
改
革
を
進
め
る
南
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

十
一
月
号
で
は
、
「
勉
強
は
役
に
立
つ
の

か
？
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
で
役
に
立
ち
ま
す
。

ま
ず
、
国
語
、
英
語
、
保
健
体
育
、
技
術
・

家
庭
は
、
生
活
に
関
わ
る
の
で
説
明
は
不
要

で
す
。

問
題
は
社
会
、
数
学
、
理
科
で
す
。

社
会
は
、
地
理
、
歴
史
、
公
民
分
野
か
ら

成
っ
て
い
ま
す
。
記
憶
す
る
だ
け
の
教
科
か

ら
、
現
在
は
推
論
や
議
論
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
戦
争
時
の
状
況
を
他

国
の
立
場
で
考
え
る
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
か
ら
支

持
し
た
い
政
党
を
決
め
る
な
ど
、
世
の
中
を

多
角
的
に
見
る
目
が
養
え
ま
す
。

数
学
は
、
効
率
よ
く
計
算
し
て
答
え
を
出

す
、
並
ん
だ
数
字
か
ら
関
数
を
導
く
、
証
明

問
題
を
順
序
立
て
て
説
明
す
る
な
ど
を
、
繰

り
返
し
た
り
、
他
の
問
題
に
挑
戦
し
た
り
し

ま
す
。
よ
っ
て
、
数
学
が
得
意
な
人
は
、
段

取
り
が
よ
く
、
話
し
が
端
的
で
す
。

理
科
は
、
不
思
議
を
観
察
と
実
験
で
調
べ
、

ま
と
め
る
教
科
で
す
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
積

み
重
ね
る
と
、
人
が
気
づ
か
な
い
こ
と
を
発

見
す
る
力
が
伸
び
ま
す
。
ま
た
、
調
べ
る
た

め
の
探
究
力
が
身
に
付
き
ま
す
。

最
後
に
、
音
楽
、
美
術
は
、
右
脳
を
育
て
、

心
を
豊
か
に
し
て
、
ひ
ら
め
く
力
が
身
に
付

き
ま
す
。

以
上
か
ら
、
勉
強
は
短
距
離
で
は
成
績
や

入
試
の
た
め
で
す
が
、
長
距
離
で
は
、
あ
ら

ゆ
る
力
が
身
に
付
き
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

役
に
立
ち
ま
す
。

ひ
い
ら
ぎ
祭
「発
表
の
部
」を
開
催

十
月
五
日
、
発
表
の
部
を
盛
大
に
開
催

し
ま
し
た
。
午
前
は
体
育
館
で
総
合
学
習

で
調
べ
た
内
容
を
各
学
年
の
代
表
が

堂
々
と
発
表
し
、
午
後
は
三
島
市
民
文

化
会
館
で
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
最
優

秀
ひ
い
ら
ぎ
賞
に
輝
い
た

ク
ラ
ス
が
歓
喜
に
沸
き
ま

し
た
。

ひ
い
ら
ぎ
祭
「リ
レ
ー
＆
長
縄
跳
び
大
会
」

を
開
催

十
月
二
十
七
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に

な
っ
た
体
育
の
部
に
代
わ
っ
て
、
リ
レ
ー

＆
長
縄
跳
び
大
会
を
盛
大
に
開
催
し
ま

し
た
。
一
日
を
掛
け
て
学
年
毎
行
い
、
保

護
者
の
方
々
に
も
参
観
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
練
習
の
積
み
重

ね
が
ク
ラ
ス
の
団
結
力

に
な
り
、
終
わ
っ
た
時

は
満
足
感
に
浸
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
年
生
が
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
を
作
成

十
月
二
十
一
日
、
二
年
生
が
十
年
後
の

自
分
を
想
定
し
て
、
画
用
紙
に
夢
を
描
き

ま
し
た
。
外
部
講
師
が
各
ク
ラ
ス
一
人
ず

つ
付
き
、
雑
誌
や
新
聞
、
写
真
な
ど
を
材

料
に
、
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
を
完
成
し
ま
し

た
。
一
目
で
、
そ
の
生
徒
の
描
く
夢
が
う

か
が
え
ま
す
。
若
者
が

「未
来
は
明
る
く
、
期
待

す
る
自
分
や
生
活
が
待

っ
て
い
る
」と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願

い
ま
す
。

高
等
学
校
の
教
員
が
南
中
生
に
説
明

十
月
二
十
一
日
、
公
立
高
校
な
ら
び
に

私
立
高
校
の
教
員
が
、
南
中
の
三
年
生
に

高
校
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
生
徒
は

公
立
、
私
立
と
も
に
二
校
ず
つ
選
び
、
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
計
四
回
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
年
末
に
は
受
験
校

が
決
ま
り
ま
す
。
南
中
生

は
自
分
の
未
来
を
自
ら
の

力
で
切
り
拓
い
て
い
き
ま

す
。

南
中
に
移
動
博
物
館
「魚
類
」を
設
置

十
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
、
南
中
の

校
舎
三
階
に
、
た
く
さ
ん
の
魚
類
の
「は
く

製
」が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
提
供
は
、
ふ

じ
の
く
に
地
球
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
応
募
し

た
と
こ
ろ
見
事
当
選
し
ま
し
た
。
駿
河
湾
に

生
息
す
る
魚
類
を
中
心

に
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
見
や
す
く
設
置
し
た

の
で
、
見
応
え
が
あ
り

ま
す
。

社
会
科
授
業
に
市
役
所
職
員
を
招
く

十
月
二
十
九
日
、
三
年
生
の
公
民
の
授

業
に
市
役
所
職
員
を
招
き
ま
し
た
。
題
材

は
地
方
自
治
で
、
生
徒
が
三
島
市
の
現
状

に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
駆
け
寄
っ
て
分
か

り
や
す
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
社
会
科
の

授
業
は
昔
の
よ
う
に
記
憶
す
る
こ
と
か
ら
、

考
え
る
こ
と
に
変
わ
り
、
生
徒
は
政
治
や

国
際
関
係
、
経
済
な
ど
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
来
月
は
、
学
区
に

お
住
ま
い
の
市
議
会
議

員
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
す
。

生
徒
の
活
躍

環
境
衛
生
週
間
ポ
ス
タ
ー

木
下
沙
也
菜

市
議
会
議
長
賞

小
林
巧
実

入
選

環
境
衛
生
週
間
標
語

五
十
川
沙
紀

教
育
長
賞

前
田
若
菜

入
選

防
火
標
語

渡
邉
花

消
防
長
賞

三
島
市
姉
妹
都
市
親
善
英
語
ス
ピ
ー
チ

土
屋
侑
菜

第
一
位

髙
橋
彩
衣
実

特
別
賞

税
の
作
文

増
田
杏

佳
作

白
根
奈
波

佳
作

市
町
村
対
抗
駅
伝

森
美
紗

伊
東
翼

代
表
選
手
登
録

十
一
月
の
主
な
行
事

12
日

一
年
生

薬
学
講
座

12
～
17
日

テ
ス
ト
前
部
活
動
停
止

17
・
18
日

定
期
テ
ス
ト

全
学
年

26
日

授
業
参
観
日

分
散
方
式

26
日

進
路
説
明
会

三
年
生

26
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
「お
や
な
み
Ｆ
Ｍ
］

29
日

生
徒
総
会

30
日

県
下
一
斉
学
力
診
断
調
査

三
年
生

十
二
月
の
行
事

２
日

M
LS

読
み
聞
か
せ

三
年
生

４
日

な
か
よ
し
学
習
発
表
会

中
止

５
日

7
地
区
避
難
所
運
営
訓
練

７
日

M
LS

読
み
聞
か
せ

二
年
生

８
日

芸
術
鑑
賞

二
年
生

９
日

M
LS

読
み
聞
か
せ

一
年
生
・特
支
学
級

10
日

茶
葉
講
座

特
別
支
援
学
級

15
日

市
内
一
斉
あ
い
さ
つ
運
動

16
～
22
日

面
談

24
日

最
終
日

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
「皆
川
」ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


